
数学科２年生 年間指導計画 

1章 文字式を使って説明しよう [式の計算] （14時間） 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と

除法の計算をすることができる。 

・具体的な事象の中の数量の関係を文字を使っ

た式で表したり，式の意味を読み取ったりす

ることができる。 

・文字を使った式で数量及び数量の関係を捉え

説明できることを理解している。 

・目的に応じて，簡単な式を変形することがで

きる。 

・具体的な数の計算や既に学習した計算の方法

と関連付けて，整式の加法と減法及び単項式

の乗法と除法の計算の方法を考察し表現する

ことができる。 

・文字を使った式を活用して具体的な場面を考

察し表現することができる。 

・文字を使った式の必要性と意味を考えようと

している。 

・文字を使った式について学んだことを生活や

学習に生かそうとしている。 

・文字を使った式を活用した問題解決の過程を

振り返って検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準例 

オリエンテーション 

学力テスト（４月） 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 他学年 

他教科との 

つながり 
知識・技能 思考力・判断力・表現力 

主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

式
の
計
算 

 

スタート地

点を決めよ

う 

（教科書 p.9

～11） 

1 

身のまわりの問

題を，具体的な

数の計算をもと

に考え，文字を

用いて一般的に

表す必要性を理

解する。 

・となり合うレーンの 1

周の長さの差を求

め，どのとなり合う

レーンでも，1 周の長

さの差は等しいこと

を見いだす。 

○文字を使うと，数量を一

般的に表すことができ

ることを理解している。 

○身のまわりの問題を，具

体的な 

数の計算をもとに考え，

説明することができる。 

○文字を使った

式の必要性と

意味を考えよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

 

 

 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 

 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

１ 多項式

の計算 

（教科書

p.12～16） 

単項式と多項

式，次数の意味

を理解する。 

・文字式を項の数やか

けられている文字の

個数で分類する。 

・単項式と多項式，次数

の意味を知る。 

［用語・記号］単項式，

多項式，項，(単項式

の)次数，(多項式の)

次数，1次式 

○単項式と多項式，次数の

意味を理解している。 

 ○既習の計算方

法と関連付け

て，多項式の計

算方法を考え

ようとしてい

る。 

2 

同類項の意味を

理解し，同類項

をまとめる計算

や，多項式の加

法や減法の計算

ができる。 

・1年で学習した同類項

をまとめる計算を振

り返って，2つの文字

をふくむ計算につい

て考える。 

・同類項の意味を知る。 

・同類項をまとめる計

算や多項式の加法や

減法の計算をする。 

［用語・記号］同類項 

○同類項の意味を理解し，

同類項をまとめる計算

ができる。 

○多項式の加法や減法の

計算方法を理解し，計算

ができる。 

○既習の計算方法と関連

付けて，2 つの文字をふ

くむ同類項をまとめる

計算を考え，説明するこ

とができる。 

3 

多項式と数の乗

法や除法の計算

ができる。 

・1年で学習した多項式

と数の乗法の計算を

振り返って，2 つの文

字をふくむ計算につ

いて考える。 

・多項式と数の乗法や

除法の計算をする。 

○多項式と数の乗法や除

法の計算方法を理解し，

計算ができる。 

○既習の計算方法と関連

付けて，2 つの文字をふ

くむ多項式と数の乗法

や除法の計算を考え，説

明することができる。 

4 

多項式について

のいろいろな計

算ができる。 

・多項式についてのい

ろいろな計算をす

る。 

○多項式についてのいろ

いろな計算ができる。 

  



２ 単項式

の乗法と

除法 

（教科書

p.17～

19） 

 

5 

単項式どうしの

乗法や除法の計

算ができる。 

・単項式の乗法や除法

の計算方法を，面積

図を使って考える。 

・単項式どうしの乗法

や除法の計算をす

る。 

○単項式どうしの乗法や

除法の計算方法を理解

し，計算ができる。 

○単項式の乗法や除法の

計算方法を，面積図を用

いて考え，説明すること

ができる。 

○単項式の乗法

や除法の意味

を考えようと

している。 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

・因数分解 

 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 

○中３年 

・多項式の乗法と除法 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 

・式の活用 

・数量の関係を表す式 

○中３年 

・式の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・文字の使用 

・式の計算 

・式の活用 

・数量の関係を表す式 

○中３年 

・式の活用 

6 

単項式どうしの

乗法と除法の混

じった計算がで

きる。また，式

の値をくふうし

て求めることが

できる。 

・単項式どうしの乗法

と除法の混じった式

を計算する。 

・式の値をくふうして

求める方法を考え， 

その方法で式の値を

求める。 

○単項式どうしの乗法と

除法の混じった計算が

できる。 

○式の値をくふうして求

めることができる。 

○式の値をくふうして求

める方法を考え，説明す

ることができる。 

○式の値をくふ

うして求める

方法を考えよ

うとしている。 

２ 

文
字
式
の
利
用 

数の性質を

説明するに

は？ 

（教科書

p.21） 7 

具体的な数の性

質をもとに数の

性質を見いだ

し，その性質が

成り立つこと

を，文字を使っ

て一般的に説明

できることを理

解する。 

・3つの続いた整数の和

の性質を，具体的な

数の計算をもとに予

想し，その予想がい

つでも成り立つこと

を説明するには文字

を使えばよいことを

知る。 

○文字を使うと，数の性質

を一般的に説明するこ

とができることを理解

している。 

 

 ○文字を使った

式について学

んだことを生

活や学習に生

かそうとして

いる。 

○文字を使った

式を活用した

問題解決の過

程を振り返っ

て検討しよう

としている。 

１ 式によ

る説明 

（教科書

p.22～

24） 

8 

数の性質が成り

立つことを，文

字を使って説明

することができ

る。 

・3つの続いた整数の和

は 3 の倍数であるこ

とを，文字を使って

説明する。 

・3つの続いた整数の和

が 3 の倍数であるこ

との説明を読んで，

新たな性質を見いだ

したり，問題の条件

の「3 つ」を「5つ」

に変えて考えたりす

る。 

○文字を使って数量を表

したり，説明することが

らに合わせて文字式を

変形したりすることが

できる。 

○数の性質が成り立つこ

とを，文字を使って説明

することができる。 

○文字を使った説明を読

んで新たな性質を見い

だしたり，問題の条件を

変えて統合的・発展的に

考え説明したりするこ

とができる。 

9 

数の性質が成り

立つことを，文

字を使って説明

することができ

る。 

・2けたの自然数と，そ

の数の一の位と十の

位を入れかえた数と

の和の性質を予想

し，その予想がいつ

でも成り立つこと

を，文字を使って説

明する。 

・問題の条件の「和」を

「差」に変えて考え

る 

○文字を使って数量を表

したり，説明することが

らに合わせて文字式を

変形したりすることが

できる。 

○数の性質が成り立つこ

とを，文字を使って説明

することができる。 

○問題の条件を変えて統

合的・発展的に考え，説

明することができる。 

数の並びか

ら性質を見

つけよう 

（教科書

p.25～

26） 

1

0 

数の性質が成り

立つことを，文

字を使って説明

することができ

る。 

・カレンダーの数の並

びで，いろいろに囲

んだ数の和の性質を

予想し，その予想が

いつでも成り立つこ

とを，文字を使って

説明する。 

○文字を使って数量を表

したり，説明することが

らに合わせて文字式を

変形したりすることが

できる。 

 

○数の性質が成り立つこ

とを，文字を使って説明

することができる。 

○予想したことがらが正

しくない理由を説明す

ることができる。 

○文字式を活用

した問題解決

の過程を振り

返って，検討し

ようとしてい

る。 

２ 等式の

変形 

（教科 p.27  

～29） 

1

1 

目的に応じて等

式を変形するこ

との必要性を理

解し，等式を変

形して，ある文

字について解く

ことができる。 

・具体的な問題の中の

数量の間の関係を等

式で表し，その等式

を成り立たせる文字

の値を求める。 

・等式を変形して，ある

文字について解く。 

○目的に応じて等式を変

形することの必要性を

理解している。 

○等式を変形して，ある文

字について解くことが

できる。 

 ○目的に応じて

等式を変形す

ることの必要

性を考えよう

としている。 

1

2 

章の問題Ａ 

（教科書

p.32） 

1

3 

 

単元テスト 
1

4 

生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

第１回チャレンジテスト 



2章 方程式を利用して問題を解決しよう [連立方程式] （13時間） 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・2 元 1 次方程式とその解の意味を理解してい

る。 

・連立 2 元 1次方程式の必要性と意味及びその

解の意味を理解している。 

・簡単な連立 2 元 1次方程式を解くことができ

る。 

・1 元 1 次方程式と関連付けて，連立 2 元 1 次

方程式を解く方法を考察し表現することがで

きる。 

・連立 2 元 1次方程式を活用して具体的な場面

を考察し表現することができる。 

・連立 2 元 1 次方程式の必要性と意味を考え

ようとしている。 

・連立 2 元 1 次方程式について学んだことを

生活や学習に生かそうとしている。 

・連立 2 元 1 次方程式を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 他学年 

他教科との 

つながり 知識・技能 思考力・判断力・表現力 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

連
立
方
程
式
と
そ
の
解
き
方 

3 点シュー

ト，2 点シュ

ートの本数

は？ 

（教科書 p.35

～37） 

１ 

求めたい数量が

2 つある問題を，

既習の 1 元 1 次

方程式などを活

用して解決する

ことができる。 

・3 点シュートと 2 点シ

ュートの本数を，すべ

ての組み合わせを調べ

たり，1次方程式をつく

ったりして求める。 

 ○求めたい数量が 2つある

問題を，既習の 1元 1 次

方程式などを活用して

解決することができる。 

○1元 1次方程式

を活用した問

題解決の過程

を振り返って，

2元 1次方程式

の必要性と意

味を考えよう

としている。 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・方程式とその解き方 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小６年 

・文字を使った式 

○中１年 

・方程式とその解き方 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 

 

１ 連立方程

式とその解 

（教科書 p.38

～39） 

２ 

2元 1次方程式と

その解の意味，

連立方程式とそ

の解の意味を理

解する。 

・2 元１次方程式とその

解の意味を知る。 

・連立方程式とその解の

意味を知る。 

［用語・記号］2元１次方

程式，（2元１次方程式

の）解，連立方程式，（連

立方程式の）解，（連立

方程式を）解く 

○2元１次方程式とその

解の意味を理解して

いる。 

○連立方程式とその解

の意味を理解してい

る。 

 ○連立 2 元 1 次

方程式の必要

性と意味を考

えようとして

いる。 

２ 連立方程

式の解き方 

（教科書 p.40

～45） 

３ 

連 立 方 程 式 で

は，1つの文字を

消去して 1 次方

程式をつくれば

解けることを理

解する。 

・具体的な問題で，2つの

式を比べて 1 つの文字

を消去する方法を考え

る。 

・文字の係数の絶対値が

等しい場合の連立方程

式を解く。 

［用語・記号］消去する 

○連立方程式では，1つ

の文字を消去して 1

次方程式をつくれば

解けることを理解し

ている。 

○文字の係数の絶対値

が等しい場合の連立

方程式を解くことが

できる。 

○文字の係数の絶対値が

等しい場合の連立方程

式で，1 つの文字を消去

する方法を考え，説明す

ることができる。 

○1元 1次方程式

と関連付けて，連

立方程式を解く

方法を考えよう

としている。 

４ 

加 減 法 を 理 解

し，それを用い

て連立方程式を

解くことができ

る。 

・文字の係数の絶対値が

等しくない場合の連立

方程式を解く。 

［用語・記号］加減法 

○加減法を理解し,それ

を用いて連立方程式

を解くことができる。 

○文字の係数の絶対値が

等しくない場合の連立

方程式で，1 つの文字を

消去する方法を考え，説

明することができる。 

５ 

代 入 法 を 理 解

し，それを用い

て連立方程式を

解くことができ

る。 

・求めたい数量が 2 つあ

る問題で，連立方程式

と 1 次方程式を関連付

けて，文字を消去する

方法を考える。 

・連立方程式を代入法で

解く。 

・連立方程式を適当な方

法で解く。 

［用語・記号］代入法 

○代入法を理解し，それ

を用いて連立方程式

を解くことができる。 

○一方の式を他方の式に

代入し，文字を消去する

方法を考え，説明するこ

とができる。 

○連立方程式の解き方を

振り返って，加減法と代

入法を統合的に捉える

ことができる。 

３ いろいろ

な連立方程

式 

（教科書 p.46

～47） 

６ 

かっこをふくむ

連立方程式や，

係数に小数や分

数をふくむ連立

方程式を解くこ

とができる。 

・かっこをふくむ連立方

程式を解く。 

・係数に小数や分数をふ

くむ連立方程式を解

く。 

○かっこをふくむ連立

方程式の解き方を理

解し,解くことができ

る。 

○係数に小数や分数を

ふくむ連立方程式の

解き方を理解し，解く

ことができる。 

○いろいろな連立方程式

を，既知の連立方程式に

なおして解く方法を考

え，説明することができ

る。 

○いろいろな連

立方程式を，既

知の連立方程

式になおして

解く方法を考

えようとして

いる。 

 



７ 

A＝B＝C の形を

した連立方程式

を解くことがで

きる。 

・A＝B＝C の形をした連

立方程式を解く。 

 

○A＝B＝C の形をした

連立方程式の解き方

を理解し，解くことが

できる。 

 

 

 

 

 

 

○小６年 

・文字を使った式 

・比の意味 

○中１年 

・方程式とその解き方 

・方程式の活用 

○中３年 

・２次方程式とその解

き方 

・２次方程式の活用 

２ 

連
立
方
程
式
の
利
用 

ケーキとプリ

ンを何個買

う？ 

（教科書 p.49

～50） 

８ 

具 体 的 な 問 題

を，連立方程式

を利用して解決

するときの考え

方や手順を理解

する。 

・ケーキとプリンの個数

を，連立方程式を利用

して求めることについ

て考える。 

・連立方程式を利用して

問題を解決するときの

手順を確認する。 

○具体的な問題の中の

数量やその関係に着

目し，連立方程式をつ

くることができる。 

○連立 2 元１次方程式

を利用して問題を解

決するときの手順を

理解している。 

○連立2元１次方程式を利

用して，具体的な問題を

解決することができる。 

○求めた解が問題に適し

ているかどうかを，問題

の場面に戻って考え，説

明することができる。 

○連立 2 元１方

程式を具体的

な問題の解決

に利用しよう

としている。 

○連立 2 元１方

程式を活用し

た問題解決の

過程を振り返

って，その手順

を検討しよう

としている。 

１ 連立方程

式の利用 

（教科書 p.51

～53） 

９ 

個数と代金に関

する問題を，連

立方程式を利用

して解決するこ

とができる。 

・個数と代金に関する問

題を，連立方程式を利

用して解決する。 

1

0 

速さ・時間・道の

りに関する問題

を，連立方程式

を利用して解決

することができ

る。 

・速さ・時間・道のりに関

する問題を，連立方程

式を利用して解決す

る。 

1

1 

割合に関する問

題を，連立方程

式を利用して解

決することがで

きる。 

・割合に関する問題を，

連立方程式を利用して

解決する。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.54） 

1

2 

 

単元テスト 
1

3 

生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

１学期期末テスト 

第２回チャレンジテスト 

学力テスト（８月） 

 

 

  



3章 関数を利用して問題を解決しよう [1次関数] （20時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・1次関数について理解している。 

・事象の中には 1 次関数として捉えられるもの

があることを知っている。 

・2 元 1次方程式を関数を表す式とみることが

できる。 

・1 次関数の変化の割合やグラフの切片と傾き

の意味を理解している。 

・1次関数の関係を表，式，グラフを用いて表

現したり，処理したりすることができる。 

・1 次関数として捉えられる 2つの数量につい

て，変化や対応の特徴を見いだし，表，式，

グラフを相互に関連付けて考察し表現する

ことができる。 

・1 次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し

表現することができる。 

・１次関数の必要性と意味を考えようとしてい

る。 

・１次関数について学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 

・１次関数を活用した問題解決の過程を振り返

って検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 他学年 

他教科との 

つながり 
知識・技能 思考力・判断力・表現力 

主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

１
次
関
数 

お湯が沸くま

での時間は？ 

（教科書 p.57

～59） 

１ 

具体的な事象の

中の2つの数量の

間の関係を調べ，

一定の割合で変

化していること

を見いだす。 

・お湯が沸くまでの時間

を調べるために，強火で

熱したときの水の温度

の上がり方を，表やグラ

フを用いて調べる。 

 

 ○具体的な事象の中の 2

つの数量の間の関係を

調べ，一定の割合で変

化していることを見い

だし，表やグラフを用

いて説明することがで

きる。 

○１次関数の必

要性と意味を

考えようとし

ている。 

○小４年 

・伴って変わる２つの数

量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの数

量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

 

 

 

 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの数

量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの数

量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの数

量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの数

量の関係と式 

○小６年 

１ １次関数 

（教科書 p.60

～61） 

２ 

1 次関数の意味を

理解し， 

y＝ax＋b の式に

表すことができ

る。 

・1次関数の意味を知る。 

・y を x の式で表して，y

は x の 1 次関数 であ

るかどうかを調べる。 

・比例や反比例は，1次関

数であるといえるかど

うかを考える。 

［用語・記号］y は x の 1

次関数である 

○1 次関数の意味を

理解し， 

y＝ax＋b の式に表

すことができる。 

○比例 y＝ax は，1次

関数 

y＝ax＋bで b＝0の

特別な場合である

ことを理解してい

る。 

 

２ 
１
次
関
数
の
性
質
と
調
べ
方 

1 次関数の性

質を調べてみ

よう 

（教科書

p.62） 

３ 

1次関数 y＝ax＋b

では，変化の割合

は一定で，a に等

しいことを理解

する。 

・1次関数の値の変化を調

べ，比例との共通点やち

がいについて話し合う。 

・1次関数の変化の割合に

ついて調べる。 

・具体的な事象において，

1 次関数の変化の割合

が何を意味しているか

を読み取る。 

・反比例の変化の割合に

ついて調べる。 

［用語・記号］変化の割合 

○1 次関数 y＝ax＋b

では，変化の割合

は一定で，a に等し

いことを理解して

いる。 

○1 次関数 y＝ax＋b

で，x の増加量から

y の増加量を求め

ることができる。 

○具体的な事象にお

いて，1 次関数の変

化の割合が何を意

味しているかを読

み取ることができ

る。 

○1 次関数の値の変化の

特徴を見いだし，説明

することができる。 

 

○1次関数の値の

変化の特徴を

捉えようとし

ている。 

１ １次関数

の値の変化 

（教科書 p.63

～64） 

２ １次関数

のグラフ 

（教科書 p.65

～70） 

４ 

1 次関数のグラフ

は，その式をみた

す点の集合で，1

つの直線である

ことを理解する。

また，1 次関数の

グラフの切片の

意味を理解する。 

・1次関数のグラフがどの

ようになるかを，点を細

かくとって調べる。 

・1 次関数 y＝ax＋b のグ

ラフと比例 y＝ax のグ

ラフの関係について調

べる。 

［用語・記号］切片 

○1 次関数のグラフ

は，その式をみた

す点の集合で，1つ

の直線であること

を理解している。 

○1 次関数のグラフ

の切片の意味を理

解している。 

○1 次関数のグラフの特

徴を見いだし，説明す

ることができる。 

○比例のグラフ

と対比させて，

1次関数のグラ

フの特徴を捉

えようとして

いる。 



５ 

1 次関数のグラフ

の傾きの意味を

理解する。 

・1 次関数の変化の割合

は，グラフではどのよう

なことを表しているか

を調べる。 

・1 次関数について，グラ

フの傾きと切片をいう。 

・1次関数の増減とグラフ

の特徴についてまとめ

る。 

［用語・記号］傾き 

○1 次関数のグラフ

の傾きの意味を理

解している。 

○1 次関数の値の増

減とグラフの特徴

を理解している。 

 ・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの数

量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの数

量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

６ 

1 次関数のグラフ

を，切片と傾きを

もとにかくこと

ができる。 

・1 次関数のグラフを，切

片と傾きをもとにかく。 

・1次関数の表，式，グラ

フの関係についてまと

める。 

○1 次関数のグラフ

を，切片と傾きを

もとにかくことが

できる。 

○1次関数の表，式，グラ

フを，相互に関連付け

て考え，説明すること

ができる。 

 

３ １次関数

の式を求め

る方法 

（教科書 p.71

～73） 

７ 

グラフの傾きと

切片を読み取っ

て，1 次関数の式

を求めることが

できる。 

・グラフの傾きと切片を

読み取って，1次関数の

式を求める。 

○グラフの傾きと切

片を読み取って，1

次関数を求めるこ

とができる。 

 ○1次関数の式を

求める条件や

求める方法を

考えようとし

ている。 

８ 

グラフの傾きと

通る 1 点から，1

次関数の式を求

めることができ

る。 

・グラフの傾きとグラフ

が通る 1 点の座標から，

1 次関数の式を求める。 

○グラフの傾きと通

る 1点の座標から，

1 次関数の式を求

めることができ

る。 

 

９ 

グラフが通る2点

から，1 次関数の

式を求めること

ができる。 

・グラフが通る 2点の座標

から，1次関数の式を求

める。 

○グラフが通る 2 点

の座標から，1 次関

数の式を求めるこ

とができる。 

 

基本の問題 

（教科書 p.74） 

1

0 

 

２学期中間テスト 

３ 

２
元
１
次
方
程
式
と
１
次
関
数 

連立方程式の

解はどうなる

かな？ 

（教科書

p.75） 

1

1 

2 元 1 次方程式の

グラフは，その解

を座標とする点

の集合で，式を変

形してできる1次

関数のグラフに

なっていること

を理解する。 

・連立方程式の解につい

て調べるために，2 元 1

次方程式の解を座標と

する点をとって，どのよ

うなグラフになるかを

調べる。 

・2元 1次方程式のグラフ

は，式を変形してできる

1 次関数のグラフにな

っていることを知る。 

［用語・記号］方程式のグ

ラフ 

○2元 1次方程式のグ

ラフは，その解を

座標とする点の集

合で，式を変形し

てできる 1 次関数

のグラフになって

いることを理解し

ている。 

 ○2元 1次方程式

や連立方程式

の解の意味を，

グラフを用い

て捉えようと

している。 

 

 

 

 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの数

量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの数

量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２元１次

方程式のグ

ラフ 

（教科書 p.76

～79） 

1

2 

2 元 1 次方程式の

グラフをかくこ

とができる。 

・2元 1次方程式のグラフ

を，式を変形して 1 次関

数の傾きと切片を求め

てかく。 

・2元 1次方程式のグラフ

を，グラフが通る 2 点の

座標を求めてかく。 

○2元 1次方程式のグ

ラフをかくことが

できる。 

 

1

3 

2元 1次方程式 ax

＋by＝c で，a＝0

や b＝0 の場合の

グラフの特徴を

理解し，グラフを

かくことができ

る。 

・2元 1次方程式 ax＋by＝

c で，a＝0 や 

 b＝0 の場合のグラフを

かいて，その特徴を調べ

る。 

○2 元 1 次方程式 ax

＋by＝c で， 

a＝0 や b＝0 の場

合のグラフの特徴

を理解し，グラフ

をかくことができ

る。 

 



２ 連立方程

式とグラフ 

（教科書 p.80 

～81） 

1

4 

連立方程式の解

が，2 つの 2 元 1

次方程式のグラ

フの交点の座標

であることを理

解し，連立方程式

の解をグラフを

かいて求めたり，

2 直線の交点の座

標を連立方程式

を解いて求めた

りすることがで

きる。 

・連立方程式の解が，2つ

の 2 元 1 次方程式のグ

ラフの交点の座標であ

ることを確かめる。 

・連立方程式の解をグラ

フをかいて求めたり，2

直線の交点の座標を連

立方程式を解いて求め

たりする。 

○連立方程式の解

が，2つの 2元 1次

方程式のグラフの

交点の座標である

ことを理解し，連

立方程式の解をグ

ラフをかいて求め

たり，2 直線の交点

の座標を連立方程

式を解いて求めた

りすることができ

る。 

○連立方程式の解の意味

を，2つの 2元 1 次方程

式のグラフを用いて捉

え，説明することができ

る。 

○小４年 

・伴って変わる２つの数

量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの数

量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

 

○小４年 

・伴って変わる２つの数

量の関係 

○小５年 

・比例の意味 

・伴って変わる２つの数

量の関係と式 

○小６年 

・比例 

○中１年 

・比例 

・比例、反比例の活用 

○中３年 

・関数ｙ＝ａχ² 

・関数ｙ＝ａχ²の活用 

・いろいろな関数 

４ 

１
次
関
数
の
利
用 

飲み物はいつ

まで冷たく保

てる？ 

（教科書 p.83

～84） 

1

5 

具体的な事象の

中の2つの数量の

間の関係を１次

関数とみなして，

問題を解決する

方法を説明する

ことができる。 

・飲み物がいつまで冷た

く保てるかを，説明書に

書かれた時間と温度を

もとにして予想し，その

方法を説明する。 

○身のまわりには，2

つの数量の間の関

係を 1 次関数とみ

なして問題を解決

できる場面がある

ことを理解してい

る。 

○具体的な事象の中の 2

つの数量の間の関係を

1 次関数とみなして，問

題を解決する方法を説

明することができる。 

○１次関数につ

いて学んだこ

とを生活や学

習に生かそう

としている。 

○１次関数を活

用した問題解

決の過程を振

り返って検討

しようとして

いる。 

１ １次関数

とみなすこ

と 

（教科書

p.85） 

1

6 

具体的な事象の

中の2つの数量の

間の関係を１次

関数とみなして，

問題を解決する

ことができる。 

・具体的な事象の中の 2つ

の数量の間の関係を 1

次関数とみなして，問題

を解決する。 

○具体的な事象の中の 2

つの数量の間の関係を

1 次関数とみなして，問

題を解決することがで

きる。 

２ １次関数

のグラフの

利用 

（教科書 p.86

～87） 

1

7 

具体的な事象の

中の2つの数量の

間の関係を1次関

数とみなして，そ

のグラフを利用

して問題を解決

することができ

る。 

・具体的な事象の中の 2つ

の数量の間の関係を 1

次関数とみなして，その

グラフを利用して問題

を解決する。 

○1 次関数のグラフ

を利用して問題を

解決できること

や，グラフのよさ

を理解している。 

○具体的な事象の中の 2

つの数量の間の関係を

1 次関数とみなして，そ

のグラフを利用して問

題を解決することがで

きる。 

３ １次関数

と図形 

（教科書

p.88） 

1

8 

図形の辺上を動

く点によってで

きる図形の面積

の変化を，1 次関

数の式やグラフ

で表すことがで

きる。 

・図形の辺上を動く点に

よってできる図形につ

いて，面積の変化を調べ

る。 

○1次関数の関係を，

変域ごとに式やグ

ラフで表すことが

できる。 

○具体的な事象の中の 2

つの数量の間の関係

を，変域によって場合

分けをして考え，説明

することができる。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.92） 

1

9 

 

単元テスト 
2

0 

生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

  



4章 図形の性質の調べ方を考えよう [平行と合同] （15時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・多角形の角についての性質が見いだせること

を知っている。 

・平行線や角の性質を理解している。 

・平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件

について理解している。 

・証明の必要性と意味及びその方法について理

解している。 

・基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線

や角の性質をもとにしてそれらを確かめ，説

明することができる。 

・証明の必要性と意味及び証明の方法を考えよ

うとしている。 

・平面図形の性質について学んだことを生活や

学習に生かそうとしている。 

・平面図形の性質を活用した問題解決の過程を

振り返って検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 他学年 

他教科との 

つながり 知識・技能 
思考力・判断力・

表現力 

主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

説
明
の
し
く
み 

角の性質の説

明では何をも

とにしている

かな？ 

（教科書 p.95

～97） 

１ 

多角形の内角の

和の求め方を説

明することがで

きる。 

・算数で学習した三角形の角の

和が 180°であることをもと

にして，四角形，五角形，…

などの多角形の角の和の求

め方を説明する。 

 ○多角形の内角の

和の求め方を説

明することがで

きる。 

○多角形の角に

ついての性質

の説明で，もと

にしているこ

とがらを考え

ようとしてい

る。 

○小１～４年 

・角 

・垂直と平行 

○小５年 

・正多角形と円 

・三角形や四角形の内

角の 和 

○中１年 

・平面図形の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小１～４年 

・角 

・垂直と平行 

○中１年 

・平面図形の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 多角形の

角の和の説

明 

（教科書 p.98

～100） 

２ 

n角形の内角の和

の求め方を，もと

にしていること

がらを明らかに

して説明するこ

とができる。 

・n 角形の内角の和の求め方を，

多角形をどのように三角形

に分けるか，また，いくつの

三角形に分かれるかをもと

にして説明する。 

［用語・記号］外角，内角 

○多角形の内角，外角の

意味を理解している。 

○多角形の内角の和の性

質は，三角形の内角の

和をもとにして見いだ

せることを理解してい

る。 

○n 角形の内角の

和の求め方を，

もとにしている

ことがらを明ら

かにして説明す

ることができ

る。 

３ 

n角形の外角の和

の求め方を，もと

にしていること

がらを明らかに

して説明するこ

とができる。 

・n 角形の外角の和の求め方を，

n 角形の内角の和をもとにし

て説明する。 

○多角形の外角の和の性

質は，多角形の内角の

和をもとにして見いだ

せることを理解してい

る。 

○n 角形の外角の

和の求め方を，

もとにしている

ことがらを明ら

かにして説明す

ることができ

る。 

２ 

平
行
線
と
角 

直線が交わっ

てできる角の

性質を調べよ

う 

（教科書

p.101） 
４ 

対頂角の意味を

理解し，対頂角は

等しいことを，論

理的に筋道を立

てて説明するこ

とができる。 

・算数で学習した三角形の内角

の和が 180°であることの説

明を振り返り，何を根拠にし

ているかを考える。 

・対頂角の意味を知る。 

・対頂角は等しいことを，論理

的に筋道を立てて説明する。 

・同位角，錯角の意味を知る。 

［用語・記号］対頂角，同位角，

錯角 

○対頂角の意味と性質を

理解している。 

 

○対頂角が等しい

ことを，論理的

に筋道を立てて

説明することが

できる。 

○証明の必要性

と意味を考え

ようとしてい

る。 

１ 平行線と

角 

（教科書

p.102～106） 

５ 

同位角，錯角の意

味を理解し，平行

線と錯角の関係

を，論理的に筋道

を立てて説明す

ることができる。 

・平行線と同位角の関係を，基

本性質として確認する。 

・平行線と錯角の関係を，平行

線と同位角の関係をもとに

して説明する。 

○同位角，錯角の意味を

理解している。 

○平行線の性質，平行線

になるための条件を理

解している。 

○平行線と錯角の

関係を，論理的

に筋道を立てて

説明することが

できる。 

６ 

三角形の内角の

和が 180゜である

ことを，論理的に

筋道を立てて説

明することがで

きる。 

・三角形の内角の和が 180゜で

あることを，平行線の性質を

もとにして説明する。 

・証明の意味を知る。 

・三角形の外角は，となり合わ

ない 2つの内角の和に等しい

ことを見いだす。 

・三角形の内角，外角の性質や

多角形の内角の和，外角の和

の性質を利用して，角の大き

さを求める。 

［用語・記号］証明 

○証明の意味を理解して

いる。 

○三角形の内角，外角の

性質を理解し，角の大

きさを求めることがで

きる。 

○多角形の内角の和，外

角の和の性質を理解

し，角の大きさを求め

ることができる。 

○三角形の内角の

和が 180°であ

ることを，論理

的に筋道を立て

て説明すること

ができる。 



角の大きさを

求める方法を

考えてみよう 

（教科書

p.107～

109） 

７ 

角の大きさの求

め方を，補助線や

根拠となる図形

の性質を明らか

にして説明する

ことができる。 

・平行線と折れ線の角の大きさ

の求め方を考え，図にかき加

えた線や，根拠となる図形の

性質を明らかにして説明す

る。 

 ○角の大きさの求

め方を，補助線

や根拠となる図

形の性質を明ら

かにして説明す

ることができ

る。 

○平面図形の性

質について学

んだことを学

習に生かそう

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本の問題 

（教科書

p.110） 

８ 

 

３ 

合
同
な
図
形 

図形の合同を

調べるには？ 

（教科書

p.111） 

９ 

平面図形の合同

の意味と合同な

図形の性質を理

解する。 

・しきつめ模様の特徴を図形の

移動や合同の見方で観察す

る。 

・平面図形の合同の意味と表し

方を知る。 

・合同な図形の性質を確認す

る。 

［用語・記号］合同，≡ 

○平面図形の合同の意味

と表し方を理解してい

る。 

○合同な図形の性質を理

解している。 

 ○平面図形の合

同の意味を考

えようとして

いる。 

○小１～４年 

・面積の意味 

・角 

○小５年 

・図形の合同 

・三角形と四角形の内

角の 和 

○小６年 

・縮図と拡大図 

○中１年 

・平面図形の基礎 

・図形の移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小１～４年 

・面積の意味 

・角 

・垂直と平行 

○小５年 

・正多角形と円 

・図形の合同 

・三角形と四角形の内

角の 和 

○中１年 

・平面図形の基礎 

・作図 

１ 合同な図

形の性質と

表し方 

（教科書

p.112） 

２ 三角形の

合同条件 

（教科書

p.113～115） 

1

0 

三角形の合同条

件を理解する。 

・ある三角形と合同な三角形を

かくためには，何がわかれば

よいかを考える。 

・三角形の合同条件を確認す

る。 

○三角形の合同条件を理

解している。 

 

  

○三角形の合同条

件を，三角形の

決定条件をもと

にして考え，説

明することがで

きる。 

○三角形の合同

条件を，三角形

の決定条件を

もとにして考

えようとして

いる。 

1

1 

2つの三角形が合

同かどうかを，三

角形の合同条件

を使って判断す

ることができる。 

・2 つの三角形が合同かどうか

を，三角形の合同条件を使っ

て判断する。 

 

○三角形の合同条件を利

用して，2 つの三角形

が合同かどうかを判断

することができる。 

 ○三角形の合同

条件を学習に

生かそうとし

ている。 

 

３ 証明のす

すめ方 

（教科書

p.116～

121） 

1

2 

ことがらの仮定

と結論の意味を

理解する。 

・角の二等分線の作図の方法が

正しいことを，三角形の合同

条件を利用して証明するこ

とについて考える。 

・ことがらの仮定と結論の意味

を知る。 

［用語・記号］仮定，結論 

○ことがらの仮定と結論

の意味を理解してい

る。 

 ○証明の必要性

と意味及びそ

の方法を考え

ようとしてい

る。 

1

3 

根拠となること

がらを明らかに

して，簡単な図形

の性質を証明す

ることができる。 

・根拠となることがらを明らか

にして，簡単な図形の性質を

証明する。 

・証明の書き方を確認する。 

・証明のためにかいた図と，仮

定が同じで異なる図をかい

た場合，その証明がどうなる

かを考える。 

○証明の進め方を理解し

ている。 

○証明のためにかいた図

は，すべての代表とし

て示されていることを

理解している。 

○証明の根拠とな

ることがらを明

らかにして，簡

単な図形の性質

を証明すること

ができる。 

章の問題Ａ 

（教科書

p.122） 

1

4 

 

単元テスト 
1

5 

生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

２学期期末テスト 

チャレンジテスト 

 



5章 図形の性質を見つけて証明しよう [三角形と四角形] （19時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・証明の必要性と意味及びその方法について理

解している。 

・定義やことがらの仮定と結論，逆の意味を理

解している。 

・反例の意味を理解している。 

・正方形，ひし形，長方形が平行四辺形の特別

な形であることを理解している。 

・三角形の合同条件などをもとにして三角形や

平行四辺形の基本的な性質を論理的に確か

めることができる。 

・証明を読んで新たな性質を見いだし，表現す

ることができる。 

・三角形や平行四辺形の基本的な性質などを活

用して具体的な事象を考察し，表現すること

ができる。 

・ことがらが正しくないことを証明するため

に，反例をあげることができる。 

・証明の必要性と意味及びその方法を考えよう

としている。 

・平面図形の性質や図形の合同について学んだ

ことを生活や学習に生かそうとしている。 

・平面図形の性質を活用した問題解決の過程を

振り返って検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 他学年 

他教科との 

つながり 知識・技能 思考力・判断力・表現力 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

三
角
形 

直角ができる

のは 

なぜ？ 

（教科書

p.125～

127） 

１ 

あたえられた手

順で，いつでも直

角ができる理由

を考え，説明する

ことができる。 

・あたえられた手順でひ

もを操作し，直角がで

きることを確認する。 

・ひもの操作を図に表し，

2 つの三角形に 

着目して，いつでも直

角ができるわけを考え

る。 

・二等辺三角形の定義を

確認する。 

［用語・記号］定義  

○二等辺三角形の定義を

理解している。 

○あたえられた手順で，

いつでも直角ができる

理由を考え，説明する

ことができる。 

○平面図形の性

質について学

んだことを生

活に生かそう

としている。 

 

 

 

 

 

 

○小１～４年 

・二等辺三角形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小１～４年 

・二等辺三角形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 二等辺三

角形の性質 

（教科書

p.128～

132） 

二等辺三角形の

底角の性質を証

明することがで

きる。 

・二等辺三角形の 2 つの

角は等しいことを証明

する。 

・二等辺三角形の底角の

性質を利用して，角の

大きさを求める。 

［用語・記号］頂角，底辺，

底角，定理 

○二等辺三角形の頂角，

底辺，底角の意味を理

解している。 

○二等辺三角形の底角の

性質を理解し，角の大

きさを求めることがで

きる。 

○二等辺三角形の底角の

性質を証明することが

できる。 

○二等辺三角形

の性質を証明

する方法を考

えようとして

いる。 

2 

二等辺三角形の

頂角の二等分線

の性質を見いだ

すことができる。

また，正三角形の

性質を証明する

ことができる。 

・二等辺三角形の底角の

性質の証明を読んで，

頂角の二等分線の性質

を見いだし，証明する。 

・正三角形の定義を確認

する。 

・正三角形の 3 つの角は

等しいことを証明す

る。 

○二等辺三角形の頂角の

二等分線の性質を理解

している。 

○正三角形の定義と性質

を理解している。 

○二等辺三角形の底角の

性質の証明を読んで頂

角の二等分線の性質を

見いだし，証明するこ

とができる。 

○正三角形の性質を証明

することができる。 

２ 二等辺三

角形になる

ための条件 

（教科書

p.133～135） 

3 

二等辺三角形に

なるための条件

を論理的に確か

めることができ

る。また，二等辺

三角形になるた

めの条件を利用

して，図形の性質

を証明すること

ができる。 

・紙テープを折って重な

る部分の三角形はどん

な三角形かを調べる。 

・2 つの角が等しい三角

形の 2 辺は等しいこと

を証明する。 

・二等辺三角形になるた

めの条件を利用して，

図形の性質を証明す

る。 

○二等辺三角形になるた

めの条件を理解してい

る。 

○二等辺三角形になるた

めの条件の証明におい

て，辺や角の関係など

を読みとることができ

る。 

○2 つの角が等しい三角

形の 2 辺は等しいこと

の証明について考察す

ることができる。 

○二等辺三角形になるた

めの条件を利用して，

図形の性質を証明する

ことができる。 

○二等辺三角形

になるための

条件を証明す

る方法を考え

ようとしてい

る。 

4 

ことがらの逆と

反例の意味を理

解する。 

・二等辺三角形の底角の

性質と二等辺三角形に

なるための条件を比べ

る。 

・ことがらの逆と反例の

意味を知る。 

［用語・記号］逆，反例 

○ことがらの逆と反例の

意味を理解している。 

  



３ 直角三角

形の合同 

（教科書

p.136～138） 

5 

直角三角形の合

同条件を，三角形

の合同条件をも

とにして考え，説

明することがで

きる。 

・2 つの直角三角形はど

んなときに合同である

かを考え，説明する。 

・2 つの直角三角形が合

同かどうかを，直角三

角形の合同条件を使っ

て判断する。 

［用語・記号］斜辺 

○直角三角形の合同条件

を理解している。 

○直角三角形の合同条件

を，三角形の合同条件

をもとにして考え，説

明することができる。  

○直角三角形の

合同条件を，三

角形の合同条

件をもとにし

て考えようと

している。 

○小１～４年 

・二等辺三角形、正三

角形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小１～４年 

・平行四辺形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

 

 

 

 

 

 

○小１～４年 

・平行四辺形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

直角三角形の合

同条件を利用し

て，図形の性質を

証明することが

できる。 

・直角三角形の合同条件

を利用して，図形の性

質を証明する。 

・証明を振り返って，さら

にわかることを考え，

説明する。 

○直角三角形の合同条件

を利用して，図形の性

質を証明することがで

きる。 

○証明を振り返って，新

たな性質を見出すこと

ができる。 

○直角三角形の

合同条件を学

習に生かそう

としている。 

２ 

平
行
四
辺
形 

テープを重ね

てできる図形

は？ 

（教科書

p.139） 7 

平行四辺形の定

義と性質を理解

する。 

・2 つのテープが重なる

部分の四角形は，どん

な四角形になるかを調

べる。 

・平行四辺形の定義と性

質を確認する。 

［用語・記号］対辺，対角，

□ABCD 

○平行四辺形の定義と性

質を理解している。 

 ○平行四辺形の

性質を証明す

る方法を考え

ようとしてい

る。 

１ 平行四辺

形の性質 

（教科書

p.140～142） 

8 

平行四辺形の性

質を証明するこ

とができる。 

・平行四辺形の性質を証

明する。 

 ○平行四辺形の性質を証

明することができる。 

9 

平行四辺形の性

質を利用して，図

形の性質を証明

することができ

る。 

・平行四辺形の性質を利

用して，図形の性質を

証明する。 

・証明のための図をかい

て，どんな図でも証明

できていることを確認

する。 

○証明のためにかいた図

は，すべての代表とし

て示されていることを

理解している。 

○平行四辺形の性質を利

用して，図形の性質を

証明することができ

る。 

○平行四辺形の

性質を学習に

生かそうとし

ている。 

２ 平行四辺

形になるた

めの条件 

（教科書 p.14 

3～147） 

1

0 

具体的な事象を

考察することを

通して，平行四辺

形になるための

条件□2 を証明す

ることができる。 

・乗り物の人の乗る面が

いつも水平になる理由

を考える。 

・2 組の対辺がそれぞれ

等しい四角形は，平行

四辺形であることを証

明する。 

 ○具体的な事象を考察す

ることを通して，平行

四辺形になるための条

件□2 を証明すること

ができる。 

○平行四辺形に

なるための条

件を証明する

方法を考えよ

うとしている。 

1

1 

平行四辺形の性

質の逆を証明す

ることを通して，

平行四辺形にな

る た め の 条 件

□3 ，□4 を見いだ

すことができる。 

・2 組の対角がそれぞれ

等しい四角形は，平行

四辺形であることを証

明する。 

・対角線がそれぞれの中

点で交わる四角形は，

平行四辺形であること

を証明する。 

○平行四辺形になるため

の条件の証明におい

て，辺や角の関係など

を読みとることができ

る。 

○平行四辺形の性質の逆

を証明することを通し

て，平行四辺形になる

ための条件□3 ，□4 を

見いだすことができ

る。 

 

1

2 

平行四辺形にな

るための条件□5
を証明すること

ができる。 

・あたえられた手順でノ

ートに図をかくと，ど

んな四角形になるかを

考える。 

・1 組の対辺が平行でそ

の長さが等しい四角形

は，平行四辺形である

ことを証明する。 

・平行四辺形になるため

の条件を確認する。 

○平行四辺形になるため

の条件を理解してい

る。 

○平行四辺形になるため

の条件□5 を証明する

ことができる。 

1

3 

平行四辺形にな

るための条件を

利用して図形の

性質を証明した

り，その証明を振

り返って統合的・

発展的に考えた

りすることがで

きる。 

・平行四辺形になるため

の条件を利用して，図

形の性質を証明する。 

・平行四辺形になるため

の条件を利用した証明

を振り返って，統合的・

発展的に考える。 

 ○平行四辺形になるため

の条件を利用して図形

の性質を証明したり，

その証明を振り返って

統合的・発展的に考え

たりすることができ

る。 

○平行四辺形に

なるための条

件を学習に生

かそうとして

いる。 



３ 特別な平

行四辺形 

（教科書

p.148～

150） 

1

4 

長方形，ひし形，

正方形の定義や

それらと平行四

辺形との相互関

係を理解する。 

・2 つのテープの重なる

部分が長方形やひし

形，正方形になるのは

どんなときかを考え

る。 

・長方形，ひし形，正方形

の定義をもとにして，

それらが平行四辺形で

あることを証明する。 

○長方形，ひし形，正方形

の定義やそれらと平行

四辺形との相互関係を

理解している。 

○長方形，ひし形，正方

形の定義をもとにし

て，それらが平行四辺

形であることを証明す

ることができる。 

○長方形，ひし

形，正方形と平

行四辺形との

相互関係を捉

えようとして

いる。 

○小１～４年 

・平行四辺形、台形、ひ

し形 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・相似な図形の活用 

・円周角の定理 

・円周角の定理の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小５年 

・四角形や三角形の面

積 

○中３年 

・相似な図形 

・平行線と線分の比 

・相似な図形の面積の

比と体積の比 

・相似な図形の活用 

1

5 

長方形やひし形

の対角線の性質

を証明すること

ができる。また，

その性質の逆が

正しくないこと

を，反例をあげて

示すことができ

る。 

・長方形やひし形の対角

線の性質を証明する。 

・長方形の対角線の性質

をもとにして，直角三

角形の斜辺の中点の性

質を証明する。 

・長方形やひし形の対角

線の性質について，そ

の逆が正しいかどうか

を調べる。 

○長方形やひし形の対角

線の性質を理解してい

る。 

○長方形やひし形の対角

線の性質を証明するこ

とができる。 

○長方形やひし形の対角

線の性質の逆が正しく

ないことを，反例をあ

げて証明することがで

きる。 

２つの正三角

形の性質は？ 

（教科書

p.151～152） 

1

6 

既習の内容を活

用して，図形の性

質を見いだし証

明したり，問題の

条件を変えて統

合的・発展的に考

えたりすること

ができる。 

・1 点を共有する 2 つの

正三角形の頂点につい

て成り立つ性質を予想

し，その性質を証明す

る。 

・一方の正三角形を回転

させても，同じ性質が

成り立つことを証明す

る。 

 ○既習を活用して，図形

の性質を見いだし証明

したり，統合的・発展

的に考えたりすること

ができる。 

○平面図形の性

質や図形の合

同について学

んだことを学

習に生かそう

としている。 

○平面図形の性

質を活用した

問題解決の過

程を振り返っ

て検討しよう

としている。 

４ 平行線と

面積 

（教科書

p.153～

154） 

1

7 

平行線の性質を

利用して，図形を

等積変形するこ

とができる。 

・台形に対角線をひいた

図の中にある面積の等

しい三角形を見つけ

る。 

・底辺を共有し，その辺に

平行な直線上に頂点を

もつ三角形の面積は等

しい理由を考える。 

・多角形を，面積を変えず

に変形する方法を考え

る。 

○底辺が同じで高さが等

しい三角形の面積は等

しいことを理解してい

る。 

○平行線の性質を利用し

て，図形を等積変形す

ることができる。 

○平行線の性質を利用し

て，図形を等積変形す

る方法を考え，説明す

ることができる。 

○平行線の性質

を学習に生か

そうとしてい

る。 

章の問題Ａ 

（教科書

p.156） 

1

8 

 

単元テスト 
1

9 

生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

学力テスト（２月） 

 

 

  



6章 起こりやすさをとらえて説明しよう [確率] （8時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・多数回の試行によって得られる確率と関連付

けて，場合の数をもとにして得られる確率の

必要性と意味を理解している。 

・簡単な場合について確率を求めることができ

る。 

・同様に確からしいことに着目し，場合の数を

もとにして得られる確率の求め方を考察し

表現することができる。 

・確率を用いて不確定な事象を捉え，考察し表

現することができる。 

・場合の数をもとにして得られる確率の必要性

と意味を考えようとしている。 

・不確定な事象の起こりやすさについて学んだ

ことを生活や学習に生かそうとしている。 

・確率を活用した問題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 他学年 

他教科との 

つながり 知識・技能 思考力・判断力・表現力 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

確
率 

くじを先にひ

く？あとにひ

く？ 

（教科書

p.159～

161） 

１ 

多数回の実験の

結果をもとにし

て，あたりやす

さの傾向を読み

取り，説明する

ことができる。 

・3枚のうち 1枚があた

りであるくじをひく

とき，何番目にひくと

あたりやすいかを予

想し，多数回の実験に

よって確かめる。 

 ○多数回の実験の結果を

もとにして，あたりや

すさの傾向を読み取

り，説明することがで

きる。 

○場合の数をも

とにして得ら

れる確率の必

要性と意味を

考えようとし

ている。 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中１年 

・資料の整理 

○中３年 

・標本調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中１年 

・資料の整理 

○中３年 

・標本調査 

 

 

 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中１年 

・資料の整理 

○中３年 

・標本調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 同様に確

からしいこ

と 

（教科書

p.162～166） 

２ 

多数回の試行に

よって得られる

確率と関連付け

て，場合の数を

もとにして得ら

れる確率の必要

性と意味及び確

率の求め方を理

解する。 

・1つのさいころを投げ

るとき，1の目が出る

確率を，実験によらず

に求める方法を考え

る。 

・どの場合が起こるこ

とも同様に確からし

いときは，場合の数を

もとにして確率を求

めることができるこ

とを知る。 

・確率 p の値の範囲が，

0≦p≦1 であることを

確認する。 

［用語・記号］同様に確

からしい 

○多数回の試行によって得

られる確率と関連付け

て，場合の数をもとにし

て得られる確率の必要性

と意味及び確率の求め方

を理解している。 

○確率 p の値の範囲が，0≦

p≦1 であることを理解し

ている。 

○実験によらずに確率を

求める方法を，場合の

数に着目して考え，説

明することができる。 

 

３ 

起こりうる場合

を，樹形図や表

を使って全部あ

げ，確率を求め

ることができ

る。 

・2枚の硬貨を投げると

き，表と裏の出方を 3

通りとして求めた確

率と，実験結果が異な

った理由を考える。 

・起こりうる場合を，樹

形図や表を使って全

部あげ，確率を求め

る。 

［用語・記号］樹形図 

○起こりうる場合を，樹形

図や表を使って全部あ

げ，確率を求めることが

できる。 

○同様に確からしいこと

に着目し，場合の数を

もとにして得られる確

率の求め方を考え，説

明する。 

○同様に確から

しいことに着

目し，場合の数

をもとにして

得られる確率

の求め方を考

えようとして

いる。 

２ いろいろ

な確率 

（教科書

p.167～169） 

  

 

４ 

起こりうる場合

の組み合わせを

考えて，確率を

求めることがで

きる。また，起こ

りうる場合を 2

次元の表に整理

し，確率を求め

ることができ

る。 

・起こりうる場合の組

み合わせを考えて，確

率を求める。 

・起こりうる場合を 2次

元の表に整理し，確率

を求める。 

○起こりうる場合の組み合

わせを考えて，確率を求

めることができる。 

○起こりうる場合を 2 次元

の表に整理し，確率を求

めることができる。 

 

５ 

あることがらの

起こらない確率

の求め方を理解

し，その確率を

求めることがで

きる。 

・あることがらの起こ

らない確率の求め方

を考える。 

・あることがらの起こ

らない確率を求める。 

○あることがらの起こらな

い確率の求め方を理解

し，その確率を求めるこ

とができる。 

○あることがらの起こら

ない確率を，場合の数

について成り立つ関係

に着目して考え，説明

することができる。 



２ 

確
率
に
よ
る
説
明 

あたりやすい

のは？  

（教科書

p.171～172） 

6 

身のまわりの事

象の起こりやす

さを，確率をも

とにして考え，

説明することが

できる。 

・2枚のスクラッチカー

ドの組み合わせの出

やすさを，確率をもと

にして考え，説明す

る。 

 ○身のまわりの事象の起

こりやすさを，確率を

もとにして考え，説明

することができる。 

○同様に確からしいこと

に着目し，起こりうる

場合の数え方の誤りを

指摘することができ

る。 

○不確定な事象

の起こりやす

さについて学

んだことを生

活や学習に生

かそうとして

いる。 

○確率を活用し

た問題解決の

過程を振り返

って検討しよ

うとしている。 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中１年 

・資料の整理 

○中３年 

・標本調査 

１ 確率によ

る説明 

（教科書

p.173） 

7 

身のまわりの事

象の起こりやす

さを，確率をも

とにして考え，

説明することが

できる。 

・くじびきの順番と当

たりやすさの関係を，

確率をもとにして考

え，説明する。 

 

 ○身のまわりの事象の起

こりやすさを，確率を

もとにして考え，説明

することができる。 

章の問題Ａ 

（教科書

p.174） 
8 

 

単元テスト 

生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

 

  



７章 データを比較して判断しよう [データの比較] （5時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解

している。 

・コンピュータなどの情報手段を用いるなどし

てデータを整理し箱ひげ図で表すことがで

きる。 

・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布

の傾向を比較して読み取り，批判的に考察し

判断することができる。 

・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を考え

ようとしている。 

・データの分布について学んだことを生活や学

習に生かそうとしている。 

・四分位範囲や箱ひげ図を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 他学年 

他教科との 

つながり 
知識・技能 思考力・判断力・

表現力 

主体的に学習に取り

組む態度 

１ 

四
分
位
範
囲
と
箱
ひ
げ
図 

よく売れる

商品は？ 

（教科書

p.177～

179） 

１ 

複数のデータの

分布の傾向を比

較するとき，ヒ

ストグラムでは

比較しにくいこ

とを知る。 

・花見の時期にどの商品がよ

く売れていたのかを，販売

数のデータを用いてどのよ

うに調べればよいかを話し

合う。 

・スナック菓子のデータを花

見期間と直前期間に分けて

表した 2 つのヒストグラム

を比較する。 

・花見期間と直前期間のデー

タを，さらに平日と休日に

分けて表した 4 つのヒスト

グラムを比較する。 

 ○2 つのヒストグラ

ムから，データの

分布の傾向を比

較して読み取り，

説明することが

できる。 

○既習のデータの整

理や分析の方法を，

問題解決に生かそ

うとしている。 

○小６年 

・資料の調べ方 

・場合の数 

○中１年 

・資料の整理 

○中２年 

・確率 

○中３年 

・標本調査 

・標本調査の活用 

１ 四分位

範囲と箱

ひげ図 

（教科書

p.180～

185） 

２ 

箱ひげ図と四分

位範囲の意味を

理解し，データ

を整理して箱ひ

げ図に表すこと

ができる。また，

箱ひげ図と四分

位範囲の特徴を

理解する。 

・スナック菓子の花見期間

（平日）のデータを整理し，

箱ひげ図に表す方法を知

る。 

・四分位範囲の意味を知る。 

［用語・記号］箱ひげ図，四

分位数，第１四分位数，第

２四分位数，第３四分位数，

四分位範囲 

○箱ひげ図と四分位範囲

の意味を理解し，デー

タを整理して箱ひげ図

に表すことができる。 

○箱ひげ図と四分位範囲

の特徴を理解してい

る。 

○箱ひげ図とヒストグラ

ムの対応を理解してい

る。 

 ○四分位範囲や箱ひ

げ図の必要性と意

味を考えようとし

ている。 

 

３ 

・スナック菓子の花見期間

（平日）以外のデータを整

理し，箱ひげ図に表す。 

・ヒストグラムと箱ひげ図を

対応させて，それぞれのよ

さやちがいについて話し合

う。 

・箱ひげ図とヒストグラムの

対応について知る。 

４ 

四分位範囲や箱

ひげ図を用いて

データの分布の

傾向を比較して

読み取り，批判

的に考察し判断

することができ

る。 

・箱ひげ図を用いて，各商品

の販売数の傾向を調べる。 

・花見の時期にどの商品がよ

く売れていたかを結論付

け，商品の仕入れを判断す

ることができる。 

○箱ひげ図と四分位範囲

の必要性を理解してい

る。 

○四分位範囲や箱

ひげ図を用いて

データの分布の

傾向を比較して

読み取り，批判的

に考察し判断す

ることができる。 

○データの分布につ

いて学んだことを

生活や学習に生か

そうとしている。 

○四分位範囲や箱ひ

げ図を活用した問

題解決の過程を振

り返って検討しよ

うとしている。 

章の問題Ａ 

（教科書

p.188） ５ 

 

単元テスト 

 

生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

学年末テスト 

 


